
資 料 ４ 

情報管理課関係 

〈説明のポイント〉 

１ 農業者年金記録管理システム関係について 

(1) 記録管理システム利用促進の取組

① 利用登録機関数及び記録管理システムを利用した届出書等の作成割合の令和７年９

月末現在の状況については、以下のとおりです。

ア.利用登録機関数：令和７年９月末現在（令和６年度末）【別添１ ５頁】

総  数 登録数 登録率 

農委 1,707件(1,707件) 1,364件(1,350件) 79.9%(79.1%) 

J A 502件 （514件）  451件 （463件） 89.8%(90.1%) 

イ.記録管理システムを利用した届出書等の作成割合【別添２ ６頁】

令和７年９月末 令和６年度末  対前年度比 

農委 41.21% 38.88％ +2.33

J A 49.49% 47.75％ +1.74

記録管理システムを利用した届出書等の作成割合について、農業委員会では前年度

を 2.33 ポイント上回り、JA では 1.74 ポイント上回っています。 

② 令和７年度における記録管理システム利用促進の取組として、「令和７年度農業者

年金記録管理システム利用促進取組方針」を令和７年６月 24 日付けで業務受託機関宛

てに通知しています。【別添３ ７頁】 

都道府県段階の業務受託機関においては、管轄の市町村段階の業務受託機関に対し

て次の働きかけをお願いします。 

ア 記録管理システムの利用登録の指導

イ 記録管理システムの利用方法の指導及び利用促進

特に、届出書等の作成及び処理状況の確認

ウ 人事異動等による交代時の適確な引継ぎの指導

 また、都道府県段階の業務受託機関が自ら記録管理システムの処理状況確認機能を

活用し、管轄の市町村段階の業務受託機関において事務処理遅延が発生していないか

を定期的に確認していただくようお願いします。 

(2) 記録管理システムの OS 等対応について

① Windows10（OS）のサポート期限終了について

Windows10 のサポートは 2025 年 10 月 14 日に終了いたします。

記録管理システムは Windows11 でのご利用が可能となっております。 
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② Chrome（ブラウザ）対応について

記録管理システムは「Edge 通常モード」による利用登録（電子証明書の設定）を令

和６年７月 16 日から開始しており、Edge と同じ検索エンジンを採用している Chrome

でも動作する状態となっておりますので、操作できる限りでのご利用は差し支えあり

ません。

(3) 記録管理システム利用研修について【別添４ ９頁】

① 令和７年度の都道府県段階の業務受託機関が開催する記録管理システム利用研修会

への講師派遣については、当初調査時において、29 府県から要望をいただき、派遣実

績は 28 府県（令和７年９月 30 日現在）となっています。追加のご要望がある場合に

は、ご相談ください。 

なお、記録管理システム利用研修会を開催できない場合には、「農業者年金記録管

理システム操作手引き」を基金ホームページに掲載していますので、ダウンロードし

て Power Point の「スライドショー」でご覧いただくなど、ご活用ください。 

 

② 令和８年度の記録管理システム利用研修会への講師派遣については、都道府県段階

の業務受託機関に対して、令和８年２月に要望調査を行う予定です。 

(4) 記録管理システム利用者等が交代した場合の手続について

既に利用していない ID は、これを踏み台として悪意ある第三者等により記録管理シス

テムを不正に利用されるおそれがあります。

このため、記録管理システムの管理者又は利用者が交代する場合には、アカウント廃

止等の手続きの徹底をお願いします。 

【参考】管理者又は利用者が交代したときの届出 

管理者又は利用者の交代 届出様式 

管理責任者の交代 農業者年金記録管理システム管理責任者変更届（様式第３号） 

利用者の交代（新たな利

用者の利用登録） 

農業者年金記録管理システム利用者登録申請書（様式第２号） 

利用者の交代（前任者の

利用削除） 

農業者年金記録管理システム利用者削除届（様式第８号） 

※記録管理システムに関するマニュアルや届出様式等は、記録管理システムのトップページに掲

載していますので、必要に応じてご確認ください。

(5) 記録管理システム上の不要データ削除について

今年度においては、処理状況確認の妨げとなる不要データとして、令和６年３月 31 日

【「農業者年金記録管理システム操作手引き」の基金ホームページ掲載場所】 

ホーム＞業務受託機関のかた＞業務受託機関担当者専用コーナー＞農業者年金記録管

理システム 
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以前から処理が進行していないデータ 3,938 件の削除を行いました(受託機関から継続保

存登録のあったデータを除く)。 

来年度においても、更新されていないデータ量を確認したうえで、基金において不要デ

ータの削除を行う予定です。 

２ 農業者年金業務における個人情報保護対策等について 

(1) 令和６年度個人情報保護対策及び情報セキュリティ対策の状況調査の結果について

令和６年度に全業務受託機関を対象として実施した個人情報保護対策及び情報セキュ

リティ対策の状況調査を実施し、調査結果について、本年７月に都道府県段階の業務受

託機関の担当者様に共有しました。【別添５ 10 頁】 

全 2,315 機関のうち、2,104 機関（90.9％）から回答をいただき、その調査結果を見

ると、フォローアップを実施いただいた結果、前年度調査よりも改善が見られたものの、

個人情報保護及び情報セキュリティ確保が十分でない業務受託機関も引き続き見受けら

れました。 

このため、適切な個人情報保護及び情報セキュリティ確保に向けて、管轄の市町村段

階の業務受託機関に対して次の働きかけをお願いします。 

① 「Ⅱ－1.個人情報が記載された書類の保管方法」について

「②書庫等に施錠せず保管」又は「③保管せず机の上等に放置」が256機関

⇒書類の適切な保管は業務で個人情報を取り扱う上での必須事項ですので全業務受託機

関で徹底できるよう、引き続きご指導をお願いします。 

また、施錠可能な書庫等がない場合は、購入を検討してください。 

② 「Ⅱ－5.個人情報が保存された電子ファイルのセキュリティ対策」について

「セキュリティ対策を講じていない」が 55 機関

⇒組織レベルでは、ファイアウォールの設定やウイルス対策ソフトの利用等、何ら

かの対策が取られているものと推察されますが、担当者レベルでもセキュリティに

対する意識を高く持つことが重要です。 

 担当者が簡単にできるセキュリティ対策として、作成したファイルにパスワード

を設定することも有効です。 

なお、パスワードの設定方法がわからない業務受託機関の担当者向けに、ワード

及びエクセルにおけるパスワード設定方法をまとめた資料を提供しています。都道

府県段階の業務受託機関においては、管轄の市町村段階の業務受託機関の担当者が

集まる会議、研修会等でも積極的に周知していただきますようお願いします。 

③ 「Ⅳ－4.記録管理システム利用者の ID 及びパスワードの管理」について

「部署内で ID 及びパスワードを共有している」又は「誰でも容易に見える場所に保

管している」が 187 機関

【ホームページ掲載場所】 

ホーム＞業務受託機関担当者専用コーナー＞各部署からの情報：業務部＞お知らせ
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⇒ID 及びパスワードは見やすい場所に保管したり部署内で共有せず、各自が適切に

管理するよう、直ちに対応を改めてください。 

担当者以外が知ることができる状況である場合、不正に端末を操作して個人情報

を盗み見たり情報を窃取されるリスクがあるため、利用規約において「ユーザーID,

パスワード、電子証明書及び秘密鍵については、利用者ごとに付与されるものであ

り、付与された利用者以外には開示しないものとします。」としています。 

④ 「Ⅳ－8.処理状況照会のうち「『最終更新日から 30 日以上更新されていない届出書』

の確認機能」の活用・処理状況等」について

「確認機能を知っているが利用したことはない」が 406 機関

「確認機能を知らなかった」が 77 機関

⇒この機能により、事務処理が滞っている届出書等を確認し、事務処理遅延発生の防

止を図ることができます。 

(2) 令和７年度個人情報保護対策及び情報セキュリティ対策の状況調査

個人情報保護対策及び情報セキュリティ対策の状況調査については、農業者年金基金

個人情報保護管理規程に基づき、平成 30 年度から全業務受託機関を対象に調査を実施し

ており、令和７年度においても令和６年度の調査内容をベースとして実施する予定です。 

《調査方法》 

基金から都道府県段階の業務受託機関に対して、令和７年 12 月中にメールにより

調査依頼の事務連絡及び調査票を送信しますので、管轄の市町村段階の業務受託機関

への送信をお願いします。 

各業務受託機関は、令和８年１月１日現在の状況について記入の上、令和８年１月

31 日までに基金宛てにメールにより報告して頂くこととします。 

また、都道府県段階の業務受託機関に対して、令和８年２月中旬に調査票未提出の

市町村段階の業務受託機関の一覧表を送付しますので、該当する業務受託機関に対す

る調査票提出の働きかけをお願いします。 

(3) 年金加入者等の個人情報漏えい等事案発生に関する報告について

個人情報漏えい等が発生した場合には、早期に記録管理システムのID等を削除するこ

とにより不正アクセスを防止することが重要です。 

各業務受託機関においては、「農業者年金業務受託機関における個人情報の適切な管

理の徹底について（周知）」に基づき、速やかに基金の情報管理課宛てに報告されるよ

うお願いします。 

【理事長通知の基金ホームページ掲載場所】 

ホーム＞業務受託機関のかた＞業務受託機関担当者コーナー

＞農業者年金加入者等の個人情報の漏えい等の事案が発生した場合の報告 
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パ
ス
ワ
ー
ド
を
共
有
し
な
い
、
人
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
に
掲
示

し
な
い

)
 
 等

①
紛
失
・
誤
廃
棄
等
に
よ
る
漏
え
い

・
書
類
及
び

U
S
B
等
の
紛
失
・
誤
廃
棄
・
盗
難

・
誤
送
信
、
誤
送
付

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
に
よ
る
漏
え
い

③
外
部
委
託
し
た
業
者
に
よ
る
漏
え
い

等

（
参
考
）
加
入
者
等
の
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
の
事
案

又
は
漏
え
い
等
が
疑
わ
れ
る
事
案
が
発
生
し
た
際
の
報
告
手
順

令
和
６
年
11
月
５
日
付
け
６
独
農
年
業
情

14
号
に
て
、
農
業
者
年
金
業
務
受
託

機
関
に
お
い
て
、
農
業
者
年
金
加
入
者
等
の
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
の
事
案
が
発

生
し
た
場
合
の
報
告
方
法
に
つ
い
て
改
正

を
行
い
ま
し
た
。
事
務
所
移
転
に
伴
い
、

連
絡
先
を
変
更
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
報
告
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

2
2

4-7


